
　【郷土館事務費】

・

　

・ 平成27年度の事業報告である『飯能市郷土館館報第13号』を刊行した。

　【展示・学習会開催事業】

文化の向上と地域の歴史への理解を深めるために、下記の展示・講座及び学習会等を実施した。

○展示会の開催

人 人

28年

29年

○講座・学習会等の開催

日 人

自然講座「飯能の自然について学ぼう」

「竹の水鉄砲であそぼう！」

夏休み子ども歴史教室

特別展「高麗人集結」関連講座

特別展「高麗人集結」担当学芸員展示解説

特別展「高麗人集結」現地見学会

まゆ玉づくり

小学3年生社会科見学対応

むかしのアイロン/石臼体験

折り紙でおる「おひな様」

市民学芸員活動

2月19日（日）～3月12日（日）

3月20日（日）～5月8日（日）

6月5日（日）～6月19日（日）

7月24日（日）～8月28日（日）

9月10日（土）～9月25日（日）

10月9日（日）～12月4日（日）

1月5日（木）～2月5日（日）

54

小学生

一般

一般 71

282

93

637

1

581

3

一般・子ども 2

2

一般

小学生・保護者

一般 5

子ども

1

2

1

1

一般

12

小学生

一般・子ども

287

26

 参加延べ人数

157

127

25

24

3,522 185.3

85.2

事　　　　業　　　　名 総入場者数

第19回飯能市小・中学校社会科研究展 1,416

特別展「高麗人集結～霊亀2年にやってきた開拓者たち～」

3,152

6,264

一  般  会  計

主管課 郷土館

４ 郷土館費

款

５ 社会教育費

収蔵品展「飯能の西川材関係用具」・新収蔵品
展 3,655 74.6

駿河台大学野村ゼミ実習展示 1,301 100.1

事　　　　業　　　　名 対　　象  日数

ミニ展示「ひなまつり」

目

１０ 教育費

　１日平均

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

項

むかしのくらし～民家の台所再現～

郷土館運営に関する事項を審議するため、郷土館協議会を3回開催し、常設展示リニューアル

の内容や事業実施結果、今後の事業内容などについて検討した。また、群馬県立自然史博物

館への視察研修を実施した。

小島喜八郎収蔵絵画展 3,504 116.8

133.3

開催期間

108.9

276



○小学校への出張授業の実施

市内小学校より講師派遣の依頼を受け、合計4回、延べ283人の児童を対象に出張授業

を行った。

〇来館しての学習

　 市内小学校からの対応依頼を受け、合計4回、延べ283人の児童を対象に講義を行った。

○講師派遣

市内団体等からの依頼を受け、合計21回、延べ788人に対し、当館学芸員が講義を行った。

○レファレンス対応

地域の歴史等に関する問い合わせが218件あり、それに対して回答した。

○収蔵資料の利用

収蔵資料に対して、132件の利用（閲覧、貸し出し）があった。

【資料収集・保存事業】

・ 46件1,321点の資料寄贈を受け、台帳登録及び整理保存を行った。

・ 収蔵庫・展示室の害虫・菌類の調査を2回行った。

・ 新収蔵資料の被覆燻蒸を行った。

○収蔵資料点数

点

　古文書資料

　民具資料

　考古資料

　美術品等

　古写真

　映像・音声等

平成29年5月31日現在。台帳登録分のみ。

51,790

5,784

1,764

753

6,001

1,195

67,287

種　　別 点　　数

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

合　　計

277



　【調査・研究事業】

・ 特別展「高麗人集結～霊亀2年にやってきた開拓者たち～」開催のための調査を行った。

・ 古文書詳細調査を行った。

・ 「郷土館研究紀要第8号」を刊行した。

　【郷土館施設管理事業】

・ 館内不良照明器具の修繕、館内誘導灯設備修繕などを行い、入館者の安全・利便性の

向上を図るとともに、館及び外構の維持管理に努めた。

○入館者数

日 人 日 人

【常設展示改装事業】

・ 常設展示改装に係る設計を行った。

計 294 30,666

2 24 2,752

開館日

3,383

24

9

8

25 2,225 3 27

25 2,499

7 25 2,699 1 23 2,482

3,097

6 23 2,249 12 22 1,818

5 25 2,316

4 25 2,124 10

11

26 3,022

月

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

入館者数月 開館日 入館者数
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